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「第23回那覇市障がい者美術展」にて 

てるしのから、那覇市長賞ほかの受賞がありました！ 

第23回那覇市障がい者美術展が、3月14日～16日にかけて、沖縄県立博

物館・美術館の県民ギャラリーで開催されました。 

沖福連の就労支援事業所「てるしのワークセンター」からも3名が応募。その

結果なんと、伊集
い じ ゅ

守
もり

重
しげ

さんの作品が那覇市長賞、玉寄
たまよせ

光
てる

清
きよ

さんが金賞、新城
しんじょう

元美
も と み

さんが佳作にそれぞれ選ばれています！ 伊集さんと玉寄さんは紙に紅型染

めを施した絵画作品、新城さんは陶芸作品での出展。 

素晴らしい結果に、本人たちのみならずスタッフも大喜びの表彰式でした。 

右から、伊集さん、玉寄さん、新城さん、紅型指導の比嘉さん 

伊集さん作 玉寄さん作 

新城さん作 



 
 
 
 
 
 

【開催日】 6月22日（日）10：00～16：15（終了予定） 

          リモート(zoom)での開催になります 

【参加対象者】 家族学習会を担当したいと考えている家族の方で、『家族による

家族学習会』または学習会セミナーに参加したご経験のある方 

（担当者経験のある方も参加可能です） 

【参加費】 680円 

（※テキスト「じょうずな対処～今日から明日」へ」が必要な方は、＋2,000円） 

【申込方法】 下記サイト、もしく右のQRコードから 

https://forms.gle/FtL1Gh48gANdYqqe7 

【申込締め切り】 2025年6月6日(金)  

 

【お問い合わせ】 みんなねっと・家族学習会企画プロジェクト委員会 

TEL：03-5941-6345 ／ FAX：03-5941-6347 （事務局：髙村裕子） 

 

「精神障害者入院患者に対する地域生活体験事業」のご案内 
 

「退院したい！」という方や「退院って少し不安・・・」という方へ 

地域生活体験事業を利用してみませんか？ 
 

☆退院した後の住まいや日中の過ごし方など、体験してみませんか？ 

相談の窓口や憩いの場所、就労の場所などの見学を支援します。 

☆住まいの希望は？ どんなところに住みたいですか？ 

〝グループホーム〟 〝宿泊型自立訓練事業所〟 など 

☆「生活のリズムを整え、社会参加したい！」という方には 

〝地域活動支援センター〟 〝自立（生活）訓練〟 など 

☆「働きたい！」という方には 

〝協力事業所〟 〝就労支援事業所〟 など 

まずはお気軽にご相談ください！ 

お申込み・お問い合わせは沖福連まで 

TEL:098-889-4011 ／ ＦＡＸ：098-888-5655 
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みんなねっと主催 

リモート版『家族による家族学習会・担当者養成研修』のお知らせ 

街へ出よう！ 



 

「あなたの力が家族を変える」 
沖縄市家族会おあしすコール 島袋 照美 

 

1月26日（日）、沖縄市に高森信子先生をお招きして、“講演会・ワークショップ

「あなたの力が家族を変える」”を開催しました。 

知っている方も多いと思いますが、高森先生は家族ＳＳＴを日本で最初に始め

た方で、家族の対応の仕方、コミュニケーションの方法を研究していて、現在でも

全国各地でワークショップを開催している方です。 

きっかけは、2023年度みんなねっと

九州・沖縄チームでの、オンライン家族

学習会にて、オブザーバー参加をしてい

る中で、昨年の２月に宮崎県、大分県と

連日での講演会の予定が入っているこ

とを知りました。そして毎年、九州の各地

で研修会をされていると知りました。冗

談で、ついでに沖縄までとの話が出て、

連絡方法（FAXのみ）と連絡先を調べ

て教えてくれたのが、学習会で大変お世話になり、昨年亡くなられた、北九州の守

谷さんでした。 

早速FAXを送り返事を待っていましたが、中々返事が来ません。 

そうしている中で、その当時一緒に学習会に担当者として参加をしていた読谷

村家族会の當山会長が高森先生と連絡を取る事が出来たと8月に情報が入り、

ついでに私達の家族会でもと電話をかけて開催が出来るようになりました。 

さて、障碍者を社会がみますと言われるようになって久しいのですが、どれだけ

の方が安心して社会生活を営んでいるのでしょうか？ 家族会にても、家族相談を

受けていても中々実感ができないのは私だけでしょうか？ 

悩んでいる家族を前にして、疑問を抱きつつ、高森先生と、打合せを重ねていく

うちに「あなたの力が」は家族だけではなくて、広く人間関係の基となっているコミ

ュニケーションのあり方をみんなで一緒に考えていくものだと気づかされました。 

私達は、この地域から、この社会からどこへも逃げることはできません。 

参加対象者を誰でもよいというふうに広げてくださいとの高森先生の言葉です。 

（次のページへ） 
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参加者では家族の立場が４６名と一番

多く、次いでその他の方々が31名、福祉関

係、教育関係、行政関係、学生と幅広い方

達が参加をして下さいました。当日申込参

加も26名いて、関心のある方達がいらした

のでしょう、ビックリです。体調不良や仕事

の都合等での欠席もありましたが、９０名余

りの参加人数となりました。 

一日中の開催となりましたが、昼食時間に相談を受ける高森先生、午後のワー

クショップを終えてからまた相談を受ける様子に、このエネルギー源はどこから（？）

と考えてしまいます。（年齢を聞いて又、ビックリ） 多くの話を聞いてもらう事で、ど

れだけの方が楽になったかと思うのですが、アンケートを忘れてしまい、残念なが

ら、皆さんの意見を聞くことができなかったと後悔しています。家族会の皆さんには、

「良かった」との声が多く、明るい顔に、まずまずホットしています。 

家族を孤立させない、今日より明日は笑顔になれること、対話ができる環境、社

会であって欲しいとそう願います。昨年の沖福連・家族大会で、SOSを出せる環境

は話せる関係性を作っていくことだというお話がありましたが、それと共通するもの

ではないかとおもいました。 

今回の講演会は、読谷村と諸費用の折半があればこそ開催することができまし

た。又、家族支援をなさっている（元・現役）大学の先生お二人に準備から受付を

手伝っていただきました。支援センターおきなわの職員には横断幕や会場案内な

どの作成や当日は休日にもかかわらず手伝いをしてもらい、家族会会員のみんな

が司会進行、自発的に受付、会場設営、そして、ワークショップに参加をされた方々

が片付けをしてくれて、あっという間に準備が整い、あっという間に片付いたという

感じです。今回は、新聞社にも載せて頂いたので、各地域からの問い合わせもあり

ました。 

たくさんの人が関わって下さり、その力は本当にすごいと感じ、感激です。 

  

（４）  QSK(にぬふぁぶし) 1997 年 9月 18 日 第三種郵便物承認  通巻     号 2025 年    月    日 発行 

(毎月 1.2.3.4.5.6.7 がつく日) 

 

【寄付金／賛助会員加入のお願い】 
 
沖福連の活動は、みなさまからの賛助会費やご寄付によって支えられております。 
今後とも、あたたかいご支援・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
 

賛助会年会費  個人１口：2千円 ／ 団体・法人１口：1万円 
 
琉球銀行：南風原支店 普通口座 229887 
ゆうちょ：02020-0-37037 （加入者名：公益社団法人沖縄県精神保健福祉会連合会） 



 

「冷蔵庫の奥にある小袋ソース、 

いつ捨てるのが正解か」問題 

増山 幸司 
 

毎日なにを考えて生きているのかと聞かれれば、控えめに言って、1日の半分く

らいは冷蔵庫のなかのことを考えて生きている。 

いま現在で具体的に言えば、大根と豆乳とレーズンについて考えている。 

冷蔵庫のなかに食べ物がいっぱいあることは幸福だ。それはきっと間違いない。 

けれども、自宅の冷蔵庫に詰まった食材が多ければ多いほど、「今日の夕食に

なにを食べたいか」というぼくたちの夢と希望は、二の次三の次になっていく。冷蔵

庫のなかは、本当を言えば不自由な現実問題でいっぱいだからである。消費期限

切れや食材の物理的な傷
いた

みといった「待ったなし」の事情を無視することはできな

いし、食べたいものがあるからといって、いまあるものと無関係に買い足しを続ける

ことは非経済的なだけでなく、現代社会では非倫理的な感じさえしてしまう。 

早く使うべき食材の組み合わせ、料理の手間と難度の妥当性、最低限の栄養

バランス、この辺りの「現実」のあとにようやく「夢と希望」が顔を見せる。冷蔵庫の

なかに一週間前に買った挽肉
ひきにく

があるのにも関わらず、それを無視してケンタッキー

を買って帰る暴挙は、クリスマスと誕生日以外に許されることではない。（もちろん

挽肉をパックごと冷凍庫に放り込む選択肢は常に一考に値するが、冷凍庫のなか

にはそうして使いどきを保留したパック肉が既に列をなしているのである） 

大根と豆乳とレーズン、それに使いかけの挽肉と鶏肉がある。中途半端に残っ

た明太子、絹ごし豆腐、しなびはじめたショウガがある。 

今日、なにを食べたいかと考えれば、焼きサバとかが食べたい。 

材料を考えると、大根のそぼろあんかけ
．．．．．．．

なんかとてもいいように思えるけれど、そ

れは平日の夕食としてはちょっとテンションがあがらない・・・。 

ときどき、「本当にそうなのか？」と思わないでもない。ぼくたちを焼きサバから

遠ざけている「現実」らしきものは、本当に動かしがたい絶対のものなのだろうか。 

いかにも現実らしく見えるただの思い込みは、この社会にいくらでもある。アンコ

ンシャス・バイアスだ。認識を変えてそれらを暴くのが福祉だ、沖福連だ。 

そう思って冷蔵庫を開けると、やっぱり大根と豆乳とレーズンがそこにある。（了） 
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編集：公益社団法人 沖縄県精神保健福祉会連合会 

   会長 山田 圭吾 

〒901-1104 

沖縄県島尻郡南風原町字宮平206-1 

電話098-889-4011  FAX098-888-5655 

E-mail terushino@castle.ocn.ne.jp 

 

発行：九州障害者定期刊行物協会 

   〒812-0068 

   福岡市東区社領1丁目12番4号 

   電話092-753-9722  FAX092-753-9723 

定価：10円（会費に含まれる） 

◎編 集 後 記◎ 
AIの進歩が腰を抜かすほどにめざましい。同じ

ことをやらせても、1年前といまとでは、精度や深

みがまるで違う。Zoomの会議要約機能などは、

既に人間が議事録を作る必要はなくなったとも感

じさせる（これも1年前にはトンチンカンの役立た

ずだった）。定型的な業務文書なんかは本当にいっ

そ丸投げでいい。ちなみに、前のページの冷蔵庫

の雑文に添えられたイラストは、文章の中身に応

じて、chatGPTに自動生成してもらったものだ。

それでまず書いた文章を読ませたら、全力で褒め

ちぎって感想を返してくれて、「この人めっちゃわ

かってくれてる」という気になった。（増山） 

戦後80年を迎える2025年、西日本夏期講座は沖縄県で開催されます。

米軍基地問題をはじめとする沖縄の人権課題を中心に、差別の撤廃・人権を

尊重するための取り組みや考え方を学びましょう。詳細は右のQRコードより。 

mailto:terushino@castle.ocn.ne.jp

